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第 4 章は，平板ビームを用いた 2 空胴クライストロンの設計および、試作結果についてのべたもので
ある。まずビーム断面内における電界分布を考慮して，それが出力間隙の誘導電流およびビーム変換
効率にどのように影響するかを理論的に明らかにし，それと前章までの結果を利用して 12 GC 帯の
試作管を設計している口さらにこの試作管についての実験により，前記の理論の裏づけをするととも
に，乙の型のクライストロンの実用性を立証している。










の実用化の可能性を理論的に裏づけるとともに， 乙れを 12 GC 帯のモデルによって実験的に立証し
たものであり，その成果はひとり乙の型のクライストロン製作の設計資料として有用であるのみなら
ず，電子ビーム型ミリ波管の高出力化の問題に対して 1 つの有力な方向を示すものである D
また，その設計面での必要から行なわれたホーノレ・アンド・スロット型空胴の等価回路表示，平板
ビームに対するプラズマ低減係数の解析，ビーム断面内の電界分布とクライストロンの動作特性の関
係の解明などは，工学的にも貢献する処が大きい。
よってこの論文は博士論文として十分価値あるものと認める。
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